
コンセプト
　新庄市の魅力である田んぼと積雪は、一見
当たり前のようにあるものですが、四季に大
きく関係しており、一年を通して建築も見え
方が変化します。それらを利用した四季によ
って見え方が変わる建築を作り、お米を中心
とした山形の産業を循環させる新庄市のシ
ンボルを設計する。
　

こごさあべ

空間を変える構造体　雪庇屋根
　雪庇屋根は、80㎜×300㎜のスギ材を三方
向から重ねることでできた三角形の網上の構
造体です。間をブロック材で補強することで
新庄市の積雪に耐えゆる屋根にしました。
　夏は隙間から風が抜け出し雨の日は水が滴
ります。冬はそこに雪が積もり鎌倉のように
なります。積雪量によっては、雪の隙間から
太陽の光が透けることで青白い空間が生まれ
ます。
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受け梁
H=400×200×16×16

超耐久性TPOフィルムラミネート鋼板
ゴムアスファルトルーフィング t=1.00mm
フェノバボード t＝20mm
躯体防水スラブ t＝300mm

樹脂 ｔ＝10ｍｍ
鉄板 t=20mm
防錆加工
下地合板 t=9.00mm
コンクリート t=100mm
断熱材 t=25

コンクリート t=100mm
浸透性表面強化剤
磨き仕上げ
断熱材 t=25mm

ステンレスプレート鏡面仕上げ t=2.00mm
下地合板 t=9.00mm
鉄筋コンクリート耐震壁 t=250mm

長尺ビス Φ=500mm
スギ材 80×300
養生塗装塗布
ブロック材 250×150 
St PL t=3.2mm

ルーバ― 200×30
アルミサッシ
複層ガラス

加工・建築

生産

消費

雪解け水

伐採

産地循環

構造ダイアグラム
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②レストラン　1/1000

➂みんなさえんがわ　1/1000

⑤宿泊施設　1/500

④酒蔵　1/1000

⑦屋根付き水路　1/500

⑦屋根付き水路　
　　　　布接合部

⑥温泉　1/1000
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